
少
年
少

女
書
画

使
節

団
少

年
少

女
書
画

使
節

団
少

年
少

女
書
画

使
節

団
少

年
少

女
書
画

使
節

団
    

1
9
9
8
年

7
月
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
少
年
少
女
使
節
団
を
本
協
会
が
招
聘
し
ま
し
た
。
重
慶
市
教
育
委
員
会
が
選
抜
し
た
、

重
慶
市
少
年
書
画
訪
日
使
節
団

重
慶
市
少
年
書
画
訪
日
使
節
団

重
慶
市
少
年
書
画
訪
日
使
節
団

重
慶
市
少
年
書
画
訪
日
使
節
団
が
日
本
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
広
島
を
訪
れ
、
女
城
高
校
の
学
生
ら
と
書
画
交
流
を
行
い
ま
し

た
。
日
本
の
象
徴
で
あ
る
「
富
士
山
」
へ
の
登
山
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
 

    
文

化
交

流
文

化
交

流
文

化
交

流
文

化
交

流
    

    
少

年
少

女
書

画
使

節
団

少
年

少
女

書
画

使
節

団
少

年
少

女
書

画
使

節
団

少
年

少
女

書
画

使
節

団
・ ・・・

学
生

相
撲

大
会

学
生

相
撲

大
会

学
生

相
撲

大
会

学
生

相
撲

大
会

    

重
慶
小
中
選
抜
団
訪
日
の
交
流
会
に
て
 

重
慶
中
学
生
 
王
さ
ん
（
席
上
揮
毫
交
流
会
）
 

富
士
山
登
山
記
念
 

（
五
合
目
に
て
）
 

日
本
学

生
相
撲

選
手

団
訪
中

交
流

日
本
学

生
相
撲

選
手

団
訪
中

交
流

日
本
学

生
相
撲

選
手

団
訪
中

交
流

日
本
学

生
相
撲

選
手

団
訪
中

交
流

    
2
00
4
年

3
月

1
2
日
～
16

日
の
日
程
で
、
「
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
草
の
根
交
流
助
成
事
業
」
と
し
て
中
国
・

重
慶
市
で

日
本
体
育
大

学
相
撲

研
究
室
相

撲
部
選
手

団
日

本
体
育
大

学
相
撲

研
究
室
相

撲
部
選
手

団
日

本
体
育
大

学
相
撲

研
究
室
相

撲
部
選
手

団
日

本
体
育
大

学
相
撲

研
究
室
相

撲
部
選
手

団
（
団
長
･前

日
本
体
育
大
学
学
長
 
塔
尾
武
夫
氏
）
が
多
く
の
市

民
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
相
撲
表
演
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
は
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
亜
洲
文
化
交
流
協
会
理

事
長
で
あ
る
受
川
宗
央
が

19
92

年
、
西
安
の
陝
西
省
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
第

1
回
｢日

本
書
画
名
家
展
｣を

ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
19
99

年
第

8
回
｢日

本
書
画
名
家
展
｣を

四
川
省
・
重
慶
博
物
館
で
開
催
し
た
の
が
縁
で
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
理
事
で
も
あ
る
塔
尾
武
夫
先
生
は
じ
め
、
日
本
体
育
大
学
相
撲
研
究
室
・
松
本
茂
教
授
、

日
本
体
育
大
学
Ｏ
Ｂ
、
日
本
体
育
大
学
相
撲
部
選
手
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
今
回
の
交
流
事
業
は
国
際
交

流
基

金
ア

ジ
ア

セ
ン

タ
ー

の
草
の

根
交
流

助
成

事
業

と
し

て
助

成
金

の
交

付
を
受

け
ま

し
た

。
重

慶
の

人
々

に
と

っ
て

は
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
り
国
技
で
も
あ
る
相
撲
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
あ
り
、
2
日

間
の
間
に
約

5
千
人
の
観
客
を
動
員
し
多
く
の
重
慶
市
民
に
日
本
の
相
撲
文
化
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
大
き
な
相
撲
選

手
相

手
に

若
い

女
性

や
子

供
た
ち

の
飛
び

入
り

試
合

で
会

場
は

大
い

に
盛

り
上
が

り
ま

し
た

。
こ

の
模

様
は

当
地

の
新

聞
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
日
本
の
相
撲
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

当
協
会
は
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
活
動
を
通
し
て
中
国
の
人
々
と
の
相
互
理
解
と
信
頼
関
係
を
築
き
あ
げ
る
た
め
の
架
け

橋
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

松
本
茂
、
塔
尾
武
夫
、
受
川
会
長
、
張
東
輝
（
重
慶
外
弁
）
 

参
加
者
記
念
写
真
 

現
地
表
演
報
道
（
抜
粋
）
 

    
賀 賀賀賀

    
詞 詞詞詞

 
 

 
 

 
 

 
 

中
国

中
国

中
国

中
国

の ののの
著

名
著

名
著

名
著

名
な ななな

法
僧

法
僧

法
僧

法
僧

、 、、、
先

生
方

先
生

方
先

生
方

先
生

方
よ

り
よ

り
よ

り
よ

り
恵

贈
恵

贈
恵

贈
恵

贈
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
国
仏
教
協
会
 

趙
樸
初
会
長
筆
 

興
教
寺
・
中
日
永
遠
友
好
記
念
碑
 

建
碑
題
字
 

興
教
寺
・
常
明
法
師
筆
 

法
門
寺
・
澄
観
法
師
筆
 



中
国

の
由

緒
あ

る
阿

房
宮

殿
で

の

開
催

は
、

西
安

市
人

民
政

府
文

化

局
長

や
著

名
な

書
画

芸
術

家
先

生

方
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 

日 中 平 和 友 好 条 約 締

結 二 十 五 周 年 の 記 念

年 に 、 日 ・ 中 ・ 韓 ・ マ

カ オ 各 国 か ら 参 加 し

て い た だ き ま し た 。  

鎌
足

公
鎌

足
公

鎌
足

公
鎌

足
公

の ののの
偉

業
偉

業
偉

業
偉

業
を ををを

受 受受受
け けけけ

継 継継継
ぐ ぐぐぐ

    
『 『『『

日
中

永
遠

友
好

日
中

永
遠

友
好

日
中

永
遠

友
好

日
中

永
遠

友
好

』 』』』
記

念
記

念
記

念
記

念
碑 碑碑碑

建
立

建
立

建
立

建
立

    

1
9
9
5
年

4
月

1
2
日
 
建
立
 

日
本
・
奈
良
県
「
談
山
神
社
」
 

祭
祀
 
「
大
織
冠
 
藤
原
鎌
足
公
」 

建
碑
 
 
亜
洲
文
化
交
流
協
会
 

日
本

書
画

名
家

展
日

本
書

画
名

家
展

日
本

書
画

名
家

展
日

本
書

画
名

家
展

    
中

国
各

都
市

博
物

館
中

国
各

都
市

博
物

館
中

国
各

都
市

博
物

館
中

国
各

都
市

博
物

館
で ででで

毎
年

開
催

毎
年

開
催

毎
年

開
催

毎
年

開
催

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

第
1
0
回
 
日
本
書
画
名
家
展
 
北
京
首
都
博
物
館
(2
0
0
1
年
) 

「 「「「 日 中 永 遠 友 好日 中 永 遠 友 好日 中 永 遠 友 好日 中 永 遠 友 好 」 」」」 記 念 碑 文記 念 碑 文記 念 碑 文記 念 碑 文

    日 本 国 人 臣 最 高 位 大 織 冠 内 大 臣 藤 原 鎌 足 公 は 奈 良 法 興 寺 に 於 け る 蹴 鞠 会 の 機 縁 以 来 、 終 生

天 智 天 皇 補 佐 の 任 に 徹 し 、 早 く 中 国 の 制 度 法 式 を 導 入 し 遂 に 大 化 改 新 の 大 業 を 成 就 、 近 代 法

治 国 家 体 制 の 基 礎 を 確 立 し た 大 功 臣 で あ る 。 神 霊 は 奈 良 県 多 武 峰 に 奉 祀 、 朝 野 内 外 よ り 尊 崇

敬 仰 さ れ て 今 日 に 及 ん で い る 。 鎌 足 公 の 長 子 定 慧 は 、 つ と に 入 信 求 道 の 志 厚 く 若 く し て 渡 唐 、 研

鑽 を 積 む こ と 多 年 、 帰 朝 後 、 弟 不 比 等 と 相 計 り 、 嘗 て 中 大 兄 皇 子 と 父 鎌 足 が 事 を 談 っ た と 云 う

因 縁 深 い 多 武 峰 に 父 の 墓 を 改 葬 ・ 供 養 の た め 中 国 の 様 式 に 倣 っ て 十 三 重 塔 を 建 立 し 妙 楽 寺 を 開

基 し た 。

 

次 子 不 比 等 は 、 当 時 日 本 国 の 最 高 指 導 者 と し て 活 躍 、 中 国 と の 文 化 交 流 を 積 極 的 に 計 り 、 そ の

志 を 継 ぐ 子 々 孫 々 、 多 く 廟 堂 に 立 っ て 国 政 に 預 か り 、 そ の 余 慶 は 永 く 現 代 に 及 ん で い る 。

 本 年 は 恰 も 日 中 友 好 正 常 化 二 十 周 年 に 当 り 、 改 め て 鎌 足 公 ・ 定 慧 公 ・ 不 比 等 公 父 子 が 壱 千 三

百 有 余 年 の 昔 、 逸 早 く 中 国 と の 文 化 交 流 を 推 進 し た 不 滅 の 偉 業 に 念 い を 馳 せ 、 日 中 永 遠 友 好 ・

世 界 永 遠 平 和 へ の 祈 り を 深 く 念 じ て や ま ぬ ア ジ ア 文 化 交 流 会 の 有 志 一 統 が 、 先 に 、 中 国 長 安 興

教 寺 に 建 碑 し 、 こ の た び 日 本 奈 良 県 多 武 峰 談 山 神 社 の 御 域 を 卜 し て 同 じ 記 念 の 碑 を 建 立 し 、 後

世 永 く 顕 彰 す る も の で あ る 。

 
 平 成 四 年 九 月 吉 祥 日

 

談 山 神 社 第 二 十 代 宮 司

 

佐 藤 宇 祐

 

撰 文

 

除
幕
式
参
列
者
記
念
撮
影
 

日
中
永
遠
友
好
記
念
碑
 

第
11

回
 
日
本
書
画
名
家
展
 
西
安
・
阿
房
宮
(2
0
0
2
年
) 

第
1
2
回
 
日
本
書
画
名
家
展
 
内
蒙
古
自
治
区
博
物
館
(2
0
0
3
年
) 

第
1
3
回
 
日
本
書
画
名
家
展
 
昆
明
藤
澤
友
誼
館
 (
2
0
0
5
年
) 

第
1
4
回
 
日
本
書
画
名
家
展
 
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
博
物
館
 (
2
0
0
6
年
) 

雲 南 省 人 民 対 外 友 好 協 会

常 務 副 会 長 周 紅 女 史 へ 日

中 友 好 の 証 と し て 書 を 寄

贈 し ま し た （ 右 端 ） 。  

華
や

か
な

民
族

衣
装

を
ま

と
っ

た
女

性
た

ち

と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
館
内
に
は
大
勢
の
観
客
が

日
中
書
画
を
観
覧
し
て
い
ま
し
た
。
受
川
会
長

の
揮
毫
会
で
は
皆
、
真
剣
な
眼
差
し
で
会
長
の

書
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 



白
馬
寺
・
海
法
法
師
（
右
側
）
と
受
川
会
長
 

佛
心
書
心
展
看
板
前
。
 
 
 
 
 
南
京
博
物
館
に
て
書
家
・
遣
中
使
ら
と
。
 
 
 
 
 
 
遣
中
使
（
学
院
生
含
）
ら
と
記
念
撮
影
 

桜
花

林
記

念
式

典
に

て
受

川
会

長
と

陜
西

歴
史

博
物

館

長
・
陳
氏
（
右
側
）
と
植
樹
の
様
子
。
 

    
桜

花
林

桜
花

林
桜

花
林

桜
花

林
 

日
本

日
本

日
本

日
本

の
シ

ン
ボ

ル
の

シ
ン

ボ
ル

の
シ

ン
ボ

ル
の

シ
ン

ボ
ル

で
あ

る
で

あ
る

で
あ

る
で

あ
る

桜 桜桜桜
を ををを

中
国

各
地

中
国

各
地

中
国

各
地

中
国

各
地

に ににに
贈

樹
贈

樹
贈

樹
贈

樹
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
中
友
好
の
推
進
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
 

第
1
回
は
本
協
会
会
長
と
の
佛
縁
に
よ
り
中
国
・
長
安
「
興
教
寺
」
境
内
に
桜
を
贈
樹
。
 

こ
の
活
動
を
拠
点
と
し
て
、
第

2
回
、
第

3
回
と
桜
の
贈
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 第
1
回
 
1
9
9
2
年

3
月
 
長
安
・
興
教
寺
 

第
2
回
 
1
9
9
3
年

3
月
 
陜
西
省
・
陜
西
歴
史
博
物
館
 

第
3
回
 
1
9
9
4
年

3
月
 
河
南
省
・
白
馬
寺
 

日
本

書
画

名
家

展
日

本
書

画
名

家
展

日
本

書
画

名
家

展
日

本
書

画
名

家
展

    
天

皇
皇

后
訪

中
記

念
天

皇
皇

后
訪

中
記

念
天

皇
皇

后
訪

中
記

念
天

皇
皇

后
訪

中
記

念
を ををを

第 第第第
１ １１１

回
展

回
展

回
展

回
展

と
し

て
ス

タ
ー

ト
と

し
て

ス
タ

ー
ト

と
し

て
ス

タ
ー

ト
と

し
て

ス
タ

ー
ト

    

本
事
業
は
、
日
中
友
好

2
0
周
年
記
念
・
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
訪
中
を
記
念
し
て
、
1
9
9
2
年
第
１
回

「
日
本
書
画

名
家
展
」
を
陝
西
省
・
陝
西

歴
史
博
物
館
に
て
開
催
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
れ

以

後
毎
年
、
日
本
・
中
国
政
府
の
後
援
を
受
け
、
中
国
各
都
市
博
物
館
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
 

開
催
時
に
は

、
日
本
か
ら
遣
中
使
を
派
遣

し
、
現
地
で
の
書
画
家
と
の

交
流
会
に
て
異
文
化
交
流

を

肌
で
体
験
し
、
日
中
友
好
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。
 

第
１
回
 
日
本
書
画
名
家
展
 
陝
西
省
・
陝
西
歴
史
博
物
館
（
1
9
9
2
年
） 

第
２
回
(1
9
9
3
年
)～

第
９
回
(2
0
0
0
年
) 

日
本
書
画
名
家
展
 

興
教
寺
・
常
明
法
師
と
受
川
会
長
 

興
教
寺
・
大
雄
殿
右
手
に
植
林
し
、
そ
の
中
央
部
に
中
日
永
遠
友
好
記

念
碑
建
立
。
関
係
者
ら
と
記
念
撮
影
。
 

植
樹
の
様
子
。
 

桜
花
林
記
念
式
典
に
て
関
係
者
と
記
念
撮
影
 

天
皇
・
皇
后
陛
下
初
訪
華
時
 

日
本

書
画

名
家

展
前

を
お

通
り

に

な
り
ま
し
た
。
 

第
１
回
展
開
幕
式
に
て
受
川
会
長
挨
拶
（
国
際
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
）
 

晋
祠
博
物
館
の
名
家
展
開
幕
式
に
て
。
 
 
 
 
受
川
会
長
の
揮
毫
会
で
の
様
子
。
 
 
 
 
 
重
慶
市
博
物
館
に
て
記
念
撮
影
。
 



Ｎ
Ｐ

Ｏ
Ｎ

Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｐ

Ｏ
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

法
人

法
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挨
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◆
 皇

神
世
界
平
和
推
進
財
団
会
長
 

◆
 
N
PO

法
人
亜
洲
文
化
交
流
協
会
理
事
長
 

◆
 日

本
藝
術
書
道
院
院
長
 

◆
 日

本
教
育
書
道
院
院
長
 

◆
 日

本
書
道
師
範
学
院
院
長
 

◆
 春

日
総
合
開
発
機
構
会
長
 

◆
 亜

洲
教
育
書
法
連
盟
会
長
 

◆
 鎌

足
公
崇
敬
会
会
長
 

◆
 三

蔵
法
師
玄
奘
奉
賛
会
会
長
 

◆
 長

安
興
教
寺
名
誉
監
院
 

    受
川

受
川

受
川

受
川

    
宗

央
宗

央
宗

央
宗

央
（ （（（

U
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E
G

A
W

A
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K
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G
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U
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G
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W
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S
O

O
H

S
O

O
H

S
O

O
H

S
O

O
H
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簡

略
簡

略
簡

略
簡

略
    

◆
 南

京
博
物
院
名
誉
研
究
員
 

◆
 河

南
博
物
院
名
誉
研
究
員
 

◆
 王

鐸
書
法
館
名
誉
館
長
 

◆
 上

海
師
範
大
学
名
誉
教
授
 

◆
 陜

西
歴
史
博
物
館
名
誉
研
究
員
 

◆
 陜

西
青
年
書
法
家
協
会
名
誉
主
席
 

◆
 西

安
碑
林
博
物
館
名
誉
研
究
員
 

◆
 桂

林
市
人

民
対
外
友
好
協
会
高

級
顧
問
 

◆
 桂

林市
小
中学

校
書法

教
育研

究
会名

誉
会長

  

◆
 桂

林
炎
黄
書
画
学
院
名
誉
院
長
 

 

◆
桂
平
市
人
民
政
府
特
邀
顧
問
 

◆
西
安

東
方

中
・

高
校

名
誉

校
長

 

◆
廣
西
対
外

友
好
書
法
家
協
会
名

誉
会
長

 

◆
北
京
房
山
長
溝
名
誉
鎮
長

 

◆
北
京
科
技
学
院
名
誉
学
院
長
 

◆
北
京
新
世
紀
工
業
園
区
高
級
経
済
発
展
顧
問
 

◆
 広

西
師
範
大
学
名
誉
教
授
 

◆
 重

慶
建
築
大
学
名
誉
教
授
 

◆
 重

慶
市
博
物
館
名
誉
顧
問
 

◆
 重

慶
市

書
法
教
育
研
究
会
名

誉
会
長
 

◆
 随

州
市
棋
仙
茶
道
文
化
交
流
協
会
名
誉
会
長
 

 
1
9
9
1
年

1
月
吉
日
 

有
史

以
来

、
人

々
は
そ

れ
ぞ

れ
の
集

落
の

文
化

を
発

展
さ

せ
な

が
ら
大

同
小

異
の

国
家

を
形

成
し

今
日
に

至
っ

て
お
り
ま
す
。
 

 
ア
ジ
ア
は
釈
迦
生
誕

2
5
0
0
余
年
が
経
ち
ま
す
が
、
西
暦

6
4
5
年
は
天
竺
を
巡
り
回
帰
し
た
唐
の
玄
奘
僧
が
佛
典

の
漢

訳
と

い
う

大
事

業
に

着
手

さ
れ

た
年

で
あ

り
ま
す

。
そ

の
後

の
佛

教
文

化
の

広
域
な

普
及

と
発

展
は

顕
著

な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

 
日

本
は

こ
の

年
「

大
化

の
改

新
」

と
い

う
新

し
い
律

令
国

家
体

制
と

な
り

、
そ

の
功
臣

は
鎌

足
公

で
、

長
子

定

慧
が

遣
唐

使
に

選
ば

れ
て

唐
の

都
の

慧
日

寺
（

道
因
法

師
）

に
入

住
し

、
三

蔵
法

師
玄
奘

と
の

佛
縁

な
ど

に
よ

っ

て
の
唐
文
化
の
導
入
は
我
が
国
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、

2
0
世
紀
の
今
日
ま
で
綿
々
と
受
け
継
が
れ
た
と

い
う
史
実
は
顕
か
で
あ
り
ま
す
。
 

 
先

哲
の

叡
智

を
学

び
、

そ
の

偉
業

に
感

謝
し

各
人
各

様
の

個
性

を
尊

重
し

な
が

ら
、
更

な
る

ア
ジ

ア
圏

相
互

の

文
化

交
流

を
通

し
て

、
新

し
い

世
代

の
繁

栄
と

人
類
の

平
和

を
念

願
す

る
次

第
で

あ
り
ま

す
。

そ
の

目
的

達
成

の

た
め
各
国
各
人
が
大
同
し
て
「
ア
ジ
ア
文
化
交
流
協
会

」（
現
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
亜
洲
文
化
交
流
協
会
）
を
設
立
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
老

若
男

女
、

年
齢

、
国

籍
な

ど
は

不
問

ゆ
え

に
本
協

会
の

主
旨

を
ご

理
解

い
た

だ
い
た

諸
賢

の
御

垂
教

を
お

願

い
申
し
上
げ
、
研
鑽
に
つ
と
め
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
亜
洲
文
化
交
流
協
会
 
理
事
長
 
受
川
 
宗
央

 

Ｎ ＮＮＮＮ ＮＮＮ
Ｐ ＰＰＰＰ ＰＰＰ
Ｏ ＯＯＯＯ ＯＯＯ

法 法法法法 法法法
人 人人人人 人人人
        

亜 亜亜亜亜 亜亜亜
洲 洲洲洲洲 洲洲洲

文 文文文文 文文文
化 化化化化 化化化
交 交交交交 交交交

流 流流流流 流流流
協 協協協協 協協協

会 会会会会 会会会
と とととと ととと
は はははは ははは

        
        

 
当
協
会
は
、
1
9
91

年
1
月
ア
ジ
ア
文
化
交
流
協
会
を
設
立
し
、
翌
年
に
西
安
、
陝
西
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
、 

「
第
１
回
日
本
書
画
名
家
展
」
を
開
催
、
そ
の
後
毎
年
中
国
各
都
市
の
博
物
院
・
博
物
館
に
お
い
て
展
覧
会
を

開
催
し
、
中
国
各
界
よ
り
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
2
00
2
年
第

11
回
展
は
、
在
北
京
日
本
大
使
館
の
後
援

を
得
て
、
日
中
友
好

30
周
年
記
念
事
業
に
認
定
さ
れ
、
日
中
文
化
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
1
9
9
4
年
中
国

・

長
安
の
興
教
寺
の
境
内
に
、
19
9
5
年
日
本
・
奈
良
の
談
山
神
社
の
境
内
に
「
日
中
永
遠
友
好
」
の
対
碑
を
建
立

し
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
中
国
教
育
学
会
幹
部
や
青
少
年
書
画
交
流
訪
日
団
を
招
聘
等
々
「
日
中
永
遠
友
好
」
を
め
ざ
し
、
文

化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
ほ
か
多
方
面
に
わ
た
り
、
よ
り
公
益
的
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

        理 理理理理 理理理
事 事事事事 事事事

        

理
事
長
 
 
受
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宗
央
 
 
 
皇
神
世
界
平
和
推
進
財
団
会
長
 
他
 

理
事
 
 
 
塔
尾
 
武
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前
日
本
体
育
大
学
長
 
他
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事
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一
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上
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渓
 

松
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き

だ
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だ
す

 

（
敬
称
略
・
順
不
問
 
２
０
０
７
年
１
０
月
現
在
）
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＜
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博
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－
会
の

あ
ゆ
み
－

－
会
の

あ
ゆ
み
－

－
会
の

あ
ゆ
み
－

－
会
の

あ
ゆ
み
－

    

平
成
２
年

(1
9
9
0
) 

ア
ジ
ア
文
化
交
流
協
会
 
創
立
 

平
成
３
年

(1
9
9
1
) 

「
佛
心
書
心
展
」
西
安
碑
林
博
物
館
に
て
開
催
 

平
成
４
年

(1
9
9
2
) 

第
１
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
陝
西
歴
史
博
物
館
に
て
開
催
 

平
成
５
年

(1
9
9
3
) 

第
２
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
陝
西
歴
史
博
物
館
に
て
開
催
 

 
同
５
年
 
日
中
永
遠
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
「
桜
花
林
」
を
西
安
興
教
寺
に
植
樹
 

 
 
 
 
 
そ
の
後
洛
陽
「
白
馬
寺
」
他
 
古
寺
名
刹
に
贈
樹
展
開
 

平
成
６
年

(1
9
9
4
) 

第
３
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
陝
西
歴
史
博
物
館
に
て
開
催
 

 
同
６
年
 
９
月
 
中
国
興
教
寺
境
内
に
「
中
日
永
遠
友
好
」
記
念
碑
建
立
 

平
成
７
年

(1
9
9
5
) 

第
４
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
洛
陽
博
物
館
に
て
開
催
 

 
同
７
年
 
４
月
 
日
本
奈
良
談
山
神
社
境
内
に
「
日
中
永
遠
友
好
」
記
念
碑
（
日
中
対
碑
）
建
立
 

平
成
８
年

(1
9
9
6
) 

第
５
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
桂
林
博
物
館
に
て
開
催
 

平
成
９
年

(1
9
9
7
) 

第
６
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
南
京
博
物
館
に
て
開
催
 

平
成
10
年

(1
9
9
8
) 

第
７
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
晋
祠
博
物
館
に
て
開
催
 

平
成
11
年

(1
9
9
9
) 

第
８
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
重
慶
市
博
物
館
に
て
開
催
 

平
成
12
年

(2
0
0
0
) 

第
９
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
河
南
博
物
院
に
て
開
催
 

平
成
12
年
 
亜
洲
教
育
基
金
会
設
立
 

平
成
13
年

(2
0
0
1
) 

第
10
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
首
都
博
物
館
に
て
開
催
 

平
成
13
年
 
日
本
中
国
茶
道
文
化
交
流
協
会
創
立
 

平
成
13
年
 
中
国
北
京
に
「
日
本
文
化
村
」
創
立
 

平
成
13
年
 
日
中
民
間
緑
化
合
作
の
植
樹
参
加
（
日
本
政
府
百
億
円
拠
出
基
金
）
 

平
成
14
年

(2
0
0
2
) 

第
11
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
阿
房
宮
に
て
開
催
 

同
14
年
 
９
月
 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
 
亜
洲
文
化
交
流
協
会
 
認
証
 

平
成
15
年

(2
0
0
3
) 

第
12
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
内
蒙
古
自
治
区
博
物
館
に
て
開
催
 

平
成
17
年

(2
0
0
5
) 

第
13
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
昆
明
藤
澤
友
誼
館
に
て
開
催
 

平
成
18
年

(2
0
0
6
) 

第
14
回
「
日
本
書
画
名
家
展
」
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
博
物
館
に
て
開
催
 

平
成
19
年

(2
0
0
7
) 

皇
神
世
界
平
和
推
進
財
団
設
立
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建
立
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ア
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建
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協
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建
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協
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建
立

    

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

長
安
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興
教
寺
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内

長
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長
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興
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境
内

長
安
・
興
教
寺
境
内

     

題
字

題
字

題
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協
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協
会
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長
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長
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ア
ジ
ア
文
化

交
流
協
会
建
立
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協
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立

交
流
協
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協
会
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内
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内
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中
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好
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友
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建
立

記
念

碑
建

立
記

念
碑

建
立

記
念

碑
建
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1
9
9
4
年

9
月

9
日
 
建
立
 

中
国
・
長
安
県
 
興
教
寺
 

祭
祀
 
三
蔵
法
師
玄
奘
 

建
碑
 
亜
洲
文
化
交
流
協
会
 

人
事

交
流

人
事

交
流

人
事

交
流

人
事

交
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画
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家
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書
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家
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人
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化

人
文

化
人

文
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学
生

学
生

学
生

学
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と
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と
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と
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と
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芸
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中
国
・
日
本

の
関
係
文
化
に
よ
る
教
育
を

考
え
、
人
事
交
流
を
通
し
て

発
展
、
推
進
す
る
活
動
を

行

っ
て
お
り
ま

す
。
毎
年
、
中
国
先
進
推
薦

小
学
、
中
学
、
高
校
、
大
學

を
訪
問
し
、
名
誉
あ
る
評

価

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

人 類 和 平 の 願 い を 込 め て 、 中 日 永 遠 友 好 記 念 碑 を 中

国 ・ 長 安 県 「 興 教 寺 」 に 建 立 し ま し た 。  

記 念 式 典 で は 、 住 職 の 常 明 法 師 、 陝 西 省 仏 教 協 会 々

長 ら 多 く の 著 名 な 先 生 方 に ご 参 列 い た だ き ま し た 。 

 

中 日 永 遠 友 好 記 念 碑中 日 永 遠 友 好 記 念 碑中 日 永 遠 友 好 記 念 碑中 日 永 遠 友 好 記 念 碑     

表

 

題 字

 

中 日 永 遠 友 好  

裏

 

碑 文

 

中 日 永 遠 友 好 二 三 〇 余 字 の 日 文 趣 意  前
列
右
よ
り
常
明
法
師
、
陝
西
省
仏
教
協
会
々
長
許
力
工
先
生
、
王
巨
才
先
生
、
受
川
会
長
、
渡
邊
副
会
長
、
王
魏
通
訳
と
参
列
関
係
者
 

碑
林
博
物
館
で
の
合
同
席
上
揮
毫
会
に
て
（
右
側
受
川
会
長
） 

中
国
教
育
学
会
指
導
者
ら
が
来
日
（
奈
良
呉
竹
墨
本
店
）
 

重
慶
建
築
大
學
、
講
演
会
の
記
念
撮
影
に
て
学
生
ら
と
 

中 国 現 代 著 名 画 家 で あ る  

甲 兜 先 生 と 受 川 会 長 ↓  

 

国
際
書
法
大
会
参
加
の
日
・
中
・
韓
の
書
家
の
先
生
方
と
 

広
西
師
範
大
学
に
て
受
川
会
長
の
名
誉
教
授
拝
命
式
 

中
国
西
南
地
区
、
書
法
教
育
研
究
会
参
加
時
 

西
安
・
私
立
高
校
訪
問
時
 


